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の
現
状
と
問
題
点
を
次
の
よ
う
に
指

摘
し
ま
し
た
。

　
病
院
経
営
に
お
い
て
は
、
高
度
な

医
療
機
器
を
導
入
す
る
な
ど
、
そ
の

時
ど
き
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
投
資
を

行
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
の
投
資
が
適
切
に
行
わ
れ
な

か
っ
た
た
め
、診
療
機
能
が
低
下
し
、

重
症
患
者
数
や
手
術
件
数
が
減
少
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
収
益
が
低
下

し
て
い
ま
す
。
建
物
も
、
計
画
的
な

改
修
が
十
分
に
行
わ
れ
ず
老
朽
化
が

進
み
、
療
養
環
境
の
悪
化
に
よ
る
収

益
の
減
少
と
補
修
費
用
の
増
加
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
耐
震

改
修
の
た
め
の
費
用
も
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
経
営
を
担
当
し
て
い
る
事

務
局
は
、
市
の
人
事
異
動
で
次
々
と

人
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。
そ
の
た

院
で
全
て
の
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
地

域
の
中
の
身
近
な
診
療
所
か
ら
、
中

央
病
院
の
よ
う
な
中
規
模
病
院
、
さ

ら
に
は
兵
庫
医
科
大
学
病
院
の
よ
う

な
大
病
院
ま
で
が
軽
症
か
ら
重
症
ま

で
を
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
応
じ

て
連
携
、
補
完
し
合
い
、
地
域
医
療

を
支
え
て
い
ま
す
（
地
域
完
結
型
医

療
＝
左
上
図
参
照
）
。

　
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
不
便
な
面
も

あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
高
度
な
医
療

を
維
持
す
る
た
め
に
は
や
む
を
得
ま

せ
ん
。そ
の
中
で
、中
央
病
院
は
民
間

病
院
と
競
合
す
る
の
で
は
な
く
地
域

に
必
要
な
機
能
を
補
完
し
、
地
域
医

療
に
貢
献
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

椛
地
域
の
医
療
状
況
と
中
央

病
院
の
役
割

①
一
般
診
療
（
が
ん
）

　
県
の
保
健
医
療
計
画
で
は
、
西

宮
・
尼
崎
・
芦
屋
の
３
市
が
１
つ
の

２
次
医
療
圏
（
特
殊
な
も
の
を
除
い

て
、
医
療
の
提
供
体
制
を
完
結
す
べ

床
数
の
要
件
を
２
０
０
床
以
上
と
し

て
い
る
こ
と
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
医
師
や
看
護
師
等
の
確
保

が
困
難
な
状
況
を
考
え
て
も
、
こ
の

２
０
０
床
程
度
が
１
つ
の
基
準
と
な

り
ま
す
。

②
整
備
方
法
と
望
ま
し
い
立
地
は
？

　
求
め
ら
れ
る
役
割
を
果
た
す
た
め

に
は
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必

要
で
す
。
方
法
と
し
て
は
、「
耐
震
改

修
」「
現
地
建
て
替
え
」「
移
転
新
築
」

の
３
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
工
費

や
工
期
、
工
事
中
の
診
療
継
続
の
可

能
性
等
の
観
点
か
ら
「
移
転
新
築
」

が
最
適
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
移
転
先
と
し
て
は
、
交
通
ア
ク
セ

ス
や
他
の
医
療
機
関
と
の
競
合
の
排

除
な
ど
の
条
件
を
考
慮
し
、
現
在
の

「
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
第
２
駐

車
場
」
が
最
適
と
さ
れ
ま
し
た
。

③
収
支
改
善
策
は
？

　
本
来
、急
性
期（
発
症
し
て
か
ら
進

行
が
止
ま
る
、
ま
た
は
回
復
の
め
ど

が
つ
く
ま
で
）
病
院
で
あ
る
中
央
病

院
が
、
診
療
機
能
の
低
下
に
よ
り
、

急
性
期
の
患
者
を
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、
診
療
報
酬
の
低
下
を
招
い
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
病
院
の
機
能
を
高

め
る
こ
と
で
、
高
度
な
医
療
を
提
供

す
る
本
来
の
急
性
期
に
特
化
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
複
雑
な
診
療
報
酬
制
度
へ

の
対
応
な
ど
、
合
理
的
な
経
営
を
行

き
区
域
）
を
構
成
し
、
「
阪
神
南
医

療
圏
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
圏
域
は
、
医
療
環
境
が
非
常

に
整
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
圏
域
内
の
病
床
の
充
実
度
は
、

県
の
基
準
や
全
国
レ
ベ
ル
を
下
回
る

な
ど
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
隣
接
す
る
大
阪
府
に
は
が
ん
診
療

を
得
意
と
す
る
病
院
が
多
い
た
め
、

多
く
の
が
ん
患
者
が
そ
れ
ら
の
病
院

を
受
診
し
、
入
院
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
大
都
市
に
挟
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
西
宮
の
大
き
な
魅
力
で
す

れ
、
地
域
の
が
ん
拠
点
病
院
と
し
て

の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
救
急
医
療

　
市
で
は
、
兵
庫
医
科
大
学
病
院
と

県
立
西
宮
病
院
に
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
が
設
置
さ
れ
、
前
者
に
お
い
て
は

「
急
性
医
療
総
合
セ
ン
タ
ー
」
を
建

設
中
で
あ
り
、
３
次
救
急
（
重
篤
な

患
者
に
対
す
る
救
急
医
療
）
は
さ
ら

に
充
実
す
る
予
定
で
す
。

　
一
方
、
２
次
救
急
（
入
院
や
手
術

を
必
要
と
す
る
中
等
症
患
者
に
対
す

る
救
急
医
療
）
や
１
次
救
急
（
軽
症

患
者
に
対
す
る
救
急
医
療
）
は
、
病

院
・
診
療
所
の
輪
番
や
応
急
診
療
所

に
よ
り
対
応
し
て
い
る
も
の
の
、
弱

体
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も

市
内
の
小
児
１
次
救
急
は
、
夜
　
時
１１

半
以
降
は
尼
崎
市
の
応
急
診
療
所
に

頼
る
な
ど
、
市
内
の
救
急
体
制
の
強

化
が
急
務
で
す
。
中
央
病
院
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
輪
番
病
院
の
一
員
と
し

て
の
ほ
か
、
診
療
所
等
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
と
し
て
の
救
急
体
制
も
拡
充
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
医
師
会
や

応
急
診
療
所
と
の
緊
密
な
連
携
の
下

に
、
１
・
２
次
救
急
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

③
災
害
・
広
域
的
呼
吸
器
感
染
症

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
）

　
本
市
の
地
域
防
災
計
画
で
は
、
大

規
模
災
害
時
に
は
兵
庫
医
科
大
学
病

院
、
県
立
西
宮
病
院
と
中
央
病
院
が

連
携
し
、
応
急
医
療
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
中
央
病
院

の
公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
は
重
要

で
す
。
平
成
　
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル

２１

エ
ン
ザ
流
行
時
に
は
、
中
央
病
院
で

も
、
い
ち
早
く
体
制
を
整
え
、
入
院

患
者
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
今
後
は

感
染
症
に
対
応
で
き
る
機
能
の
強
化

な
ど
が
必
要
で
す
。

　
地
域
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
果
た

す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
病
院
が

必
要
で
し
ょ
う
か
。

①
診
療
科
・
設
備
機
器
・
規
模
は
？

　
診
療
科
と
し
て
は
、
内
科
、
外

科
、
整
形
外
科
、
小
児
科
、
泌
尿
器

科
、
放
射
線
科
、
麻
酔
科
の
７
つ
が

必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
高
度
医
療
の

た
め
の
設
備
機
器
を
備
え
、
老
朽
化

し
た
機
器
を
更
新
す
る
な
ど
、
医
療

機
能
の
充
実
も
必
要
で
す
。

　
病
床
数
と
し
て
は
厚
生
労
働
省
が

「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
（
地
域
の

医
療
機
関
を
支
援
し
、
地
域
医
療
を

確
保
す
る
役
割
を
担
う
病
院
）
の
病

病
院
の
必
要
性
や
果
た
す
べ
き
役
割

が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

椛
地
域
医
療
の
あ
る
べ
き
姿

　
わ
が
国
で
は
、
医
療
が
進
歩
し
、

よ
り
高
度
化
・
専
門
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
昔
の
よ
う
に
１
つ
の
病

市立中央病院特集

　
市
立
中
央
病
院
は
、
昭
和
　
年
に

５０

現
在
の
林
田
町
に
移
転
し
、
そ
の
直

後
か
ら
赤
字
経
営
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
経
営
健
全
化
に
取
り
組
み
、
入
院

患
者
数
の
増
加
な
ど
の
改
善
は
見
ら

れ
る
も
の
の
、
顕
著
な
収
支
改
善
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
市
は
、
外
部
の
専
門
家
の

意
見
を
聴
き
、
今
後
の
方
向
性
を
検

討
す
る
た
め
、
昨
年
　
月
に
「
西
宮

１１

市
立
中
央
病
院
移
転
整
備
等
検
討
委

員
会
（
以
下
、
委
員
会
）
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
中
央
病
院

　
市
立
中
央
病
院
の
今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
「
西
宮
市
立
中
央
病
院
移
転
整
備
等
検
討
委
員
会
」
の
検
討

結
果
が
、
９
月
１
日
に
市
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
答
申
を

受
け
、
現
在
、
市
と
し
て
の
方
針
を
検
討
中
で
す
。
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
年
度
内
に
は
決
定
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
答
申
が
描
く
新
た
な
中
央
病
院
の
姿
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
は
市
立
中
央
病
院
（
0
7
9
8
・
6
4
・
1
5
1
5
）
へ
。

め
、
複
雑
化
す
る
医
療
制
度
に
適
切

に
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
年
功
序
列
に
よ
り
一
律
に

昇
給
す
る
給
与
制
度
や
、
柔
軟
性
・

機
動
性
を
欠
く
市
の
契
約
制
度
な
ど

も
費
用
を
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
体
質
の
改
善
が
必
要

で
あ
る
一
方
で
、
そ
も
そ
も
公
立
病

院
と
し
て
存
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

の
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
現
在
の
医
療
状
況
や
西
宮
市
の

地
域
医
療
の
課
題
な
ど
か
ら
、
中
央

う
た
め
に
、
専
任
の
職
員
を
採
用

し
、
育
成
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

他
の
病
院
よ
り
高
い
給
与
費
比
率
も

下
げ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

④
経
営
形
態
は
？

　
現
在
の
中
央
病
院
は
、
ほ
と
ん
ど

の
制
度
が
市
長
部
局
等
と
同
じ
で

す
。
経
営
上
の
決
定
権
も
、
実
際
に

病
院
経
営
を
行
う
病
院
長
で
は
な

く
、
市
長
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で

は
、
機
動
的
で
柔
軟
性
の
あ
る
病
院

経
営
は
望
め
ま
せ
ん
。

　
中
央
病
院
に
適
し
た
経
営
形
態
を

検
討
し
た
結
果
、
地
方
公
営
企
業
法

の
全
規
定
（
事
業
管
理
者
の
任
命
、

職
員
採
用
規
定
、
独
自
の
給
与
の
決

定
な
ど
）
の
適
用
を
受
け
る
形
態
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

が
、
死
亡
原
因
の
大
き
な
割
合

を
占
め
る
が
ん
治
療
を
、
他
の

県
や
医
療
圏
に
頼
る
現
状
は
、

地
域
完
結
型
医
療
の
考
え
方
か

ら
は
問
題
で
す
。

　
中
央
病
院
は
、
特
に
死
亡
者

数
の
多
い
５
大
が
ん
（
肺
・
大

腸
・
胃
・
乳
・
肝
が
ん
）
、
膵

（
す
い
）
が
ん
、
前
立
腺
が
ん

な
ど
の
治
療
に
力
を
入
れ
て
き

た
た
め
、
高
度
な
手
術
や
診
断

の
技
術
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
が
ん
の
入
院
患
者
数
も
増

加
傾
向
で
す
＝
下
図
参
照
。
平

成
　
年
２
月
に
は
兵
庫
県
が
ん

２３
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
指
定
さ

こ
れ
ま
で
の
中
央
病

こ
れ
ま
で
の
中
央
病
院院

現
状
と
問
題

現
状
と
問
題
点点

地
域
医
療
を
支
え

地
域
医
療
を
支
え
るる

中
央
病
院
の
役

中
央
病
院
の
役
割割
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